
今月の保健行事 

8/20 身体計測 

流行中の感染症 

リンゴ病・・5 名 溶連菌・・１人 

ヘルパンギーナ・・2 名 

発熱症状が幼児クラスに多い。 

寝冷えに 

気を付けましょう 

クーラーを使用する時期となり、冷やし過
ぎなどによる寝冷えが増えています。 

クーラーや扇風機は様子を見ながら止める
ようにしましょう。 

また、パジャマは汗を吸収しやすい綿や 

タオル地の物を着せ、上着はズボンの中に
入れます。寝る時は、お腹にタオルケット
などをかけましょう。 

ヘルパンギーナ 

家庭での処置   高熱が出るため、脱水症状や熱性

けいれんを起こすこともあります。熱性けいれんの既

往がなければ解熱剤で一時的に熱を下げてもよいでし

ょう。水分補給をしっかりと行うことも大切です。嘔吐

が見られたり、食欲が著しく低下しているようなら、医

療機関を速やかに受診しましょう。感染力はそれほど

強くなく、１～４日で熱は治まります。 

夏によくかかる、ウイルス性の夏かぜの一

種です。喉の痛みを伴う、39℃以上の高熱

が２～４日間続きます。喉の奥が赤くな

り、小さな水ほうやかいようが見られるの

がこの病気の特徴です。下痢や嘔吐などの

症状が出ることもあります。 

手足口病 

乳幼児の間で流行するウイルス性の夏かぜの一種で、飛沫

感染します。手足や口の中に水ほうや赤い湿疹が出るのが

特徴で、ひざやお尻に出ることもあります。症状は３～５日

で治まりますが、その後も２～４週間は便からウイルスが出

るので、周囲の人に感染しないように注意しましょう。ウイ

ルス性のかぜのため抗生物質は無効で、自宅療養での自然

治癒を待ちますが、発熱や嘔吐がある場合は症状を緩和す

る薬を医師に処方してもらいましょう。 

口の中に水ほうが出ている間、お子

さまに食欲がなければ、水分補給さ

えしっかり行えば大丈夫です。食欲

があるようなら、冷たいスープなど

を与えてみましょう。 
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寝冷えは風邪の大原因！ 

夏の三大感染症はプール熱（アデノウィルス感染症） 

＊意見書必要 

そして手足口病、ヘルパンギーナです。（意見書不要） 

 


